






























括文」と表記）を参考にした 3。同セミナーは 2009 年 5 月 5 日、6 日にパリ第六大学（ピ
エール・マリー・キュリー大学、以下 UPMC）で開催されたものである。セミナーを主催
したのはフランス外務省とユネスコ・フランス代表部（Comission française pour 
l'UNESCO）で、共催者には UPMC と先端医療庁（Agence de la Biomédicine）4 が名を
連ねる。同セミナーにはフィヨン内閣の保健・スポーツ大臣 Roselyne Bachelot-Narquin
や外務・ヨーロッパ関係大臣 Bernard Kouchner も臨席した。 
まず、セミナーが開催された文脈について一言添えておきたい。セミナーは、生命倫
理全国民会議（États généraux de la Bioéthique、以下「全国民会議」と表記）5 の一環
として開催された。全国民会議とは、2010 年に予定されている生命倫理法 6 の二度目の
改定をふまえて設置された公共的対話の場の総称である。運営委員長を議員の Jean 
Leonetti 7 が務めた。全国民会議は、2009 年 2 月 4 日、上述の Bachelot-Narquin 保健・
スポーツ大臣による記者会見をうけて開幕した。関連サイト  8 では、各地で開催される
多様なイベント情報（学術会議や市民フォーラム 9 など）や関連資料にアクセスできるほ
か、意見投稿もできる（投稿は 2009 年 6 月 4 日で締め切られた）。全国民会議が終わっ





























よう 13。Pénurie は「必需品の欠乏、食糧難（manque de vivres, disette）」14 を意味す
るラテン語 Penuria に由来する。補語を伴わない場合は「貧困、金銭の欠如」を意味する
この用語は、複合表現では様々な生活必需品の欠乏を表現するのに用いられる（例えば「水






































あるという。先端医療庁医療科学部門の Christian Jacquelinet は、腎移植の発展によっ
て医療費がかなり抑えられると主張する。その報告によれば、3000 件の腎移植を行うこ
























































































まず、国家拒否登録簿（Registre national des refus）がある。臓器提供を希望しない場















































































































































































Transplant Procurement Management（TPM）43 のプロジェクト・ディレクターMarty 
Manyalich が TPM の取り組みについて報告し、移植コーディネート専門スタッフ養成の
必要性を強調した。 
身内の死に直面した遺族の、特に臓器提供に関わる決定に直面した遺族に接したフィ

















































































植されなかった心臓は 5.9% 50 だった。移植されなかった理由は、摘出中に心臓が停止
した場合や、摘出した臓器の質に問題があった場合である。2005 年から、B 型肝炎ウィ
ルスや C 型肝炎ウィルス、ならびに梅毒の既往歴を持つドナー候補者からの腎臓、肝臓、
心臓、肺の摘出が、特定の条件 51 を満たせば法的に可能となった 52。これらのドナー
は一般に「マージナル・ドナー（または Expanded criteria donor, フランス語では












心停止ドナー（Non-heart-beating donor/Donneur à coeur arrêté、以下 NHBD）はマ
ーストリヒト分類で国際的に 4 種類にカテゴライズされている。以下にそれぞれのタイプ
の NHBD の特徴を簡潔に記す 54。 
 













のは 2005 年である 55。政令（Décret） N°2005-949 によって新たに保健医療法典に付け
加わった条項 R.1232-4-2 をうけ、先端医療庁が NHBD からの臓器摘出・移植条件を規定
したプロトコルを作成し、2007 年 4 月に公表した 56。法律上では NHBD からは腎臓・肝
臓に限り移植できることになっているが、先端医療庁はその試験的性格のため現状での
NHBD からの移植は腎臓に限定することをプロトコルで規定している。また、NHBD か
らの臓器摘出・移植の倫理的問題を検討するワーキング・グループが 2007 年 11 月にパリ
病院・公共医療センター（Assistance publique-Hôpitaux de Paris, AP-HP）内の倫理機
関 Espace éthique/AP-HP 内に立ち上げられた 57。 
セミナーではマーストリヒト分類Ⅲの NHBD からの移植も実施されているイギリスの
事例が紹介された  58 が、フランスでは現在のところ、このカテゴリーのドナーからの臓



























ーの NHBD に関してはどうか。先端医療庁の作成した NHBD プロトコルに関する既出の




































どうかを生体ドナー専門家委員会（comité d'experts donneurs vivants）が確認しなけれ










ろ極めて低い。2008 年の生体ドナーからの移植数は 222 件だったが、それは腎移植総数
の 7.5%に過ぎない。ヨーロッパの近隣諸国と比べると、同年イギリスでは 914 件、オラ

















るのではないかと危惧されている。パリ郊外アビセンヌ病院の麻酔医で 1999 年から 2007
年までフランス国家倫理諮問委員会（Comité consultatif national d'éthique）のメンバー














priorité nationale）に指定されており（保健医療法典 L1231-1A）、また 2009 年の国家
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問い直されることはほとんどない  67。NHBD の試験的実施にともなってフランスで浮上
した NHBD のステイタスや死の定義の問題において、NHBD において先進国である日本
68の視点は、フランスの議論を深める上で貴重な貢献となると思われる。また逆に、日本
でも NHBD の概念を明確化するうえでフランスの議論を参考にできるのではないか。 
推定同意制（オプト・アウト制）は、臓器提供に関してオプト・イン制を採る日本から
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1 フランスで採用されている推定同意制については本論 2 で詳しく見る。ここで簡単に説
明すると、推定同意制（presumed consent/consentement présumé）の下では、明示的な
拒否の意思表示がない場合は全ての国民が潜在的に臓器提供に同意するとみなされる。こ
れは英語圏では Opt out 制とも呼ばれる。対照的に日本の現行法（1997 年法）の下では、
ドナーになるには同意の意思表示を書面で提示することが求められている（informed or 
explicit consent）。これは英語圏では Opt in 制とも呼ばれる。 
2 日本移植学会の発行する『臓器移植ファクトブック 2007』によると、2007 年の日本国
内における腎移植総数 1136 件のうち、生体腎移植は 939 件で全体の 82.7％を占めた。
（http://www.asas.or.jp/jst/factbook/2007/fact06_03.html） 




3 総括文の執筆を担当したのは「生命倫理および企業の社会的責任」担当官 Michel 
Doucin と UPMC のパートナー・リソース部長で先端医療庁の方針評議会（Conseil 
d'orientation）メンバーでもある Yvanie Caillé の二名である。資料はセミナーの終了日
である 2009 年 5 月 6 日に、総括として閉会式で生命倫理全国総会の運営委員長 Jean 
Leonetti、EU の Groupe Europeen d'Ethique de la Presidence の事務局長を務める
Maurizio Salvi、ならびに先端医療庁長官 Emmanuelle Prada-Bordenave ら三名の臨席
のもと提示された。 






いられる。（参照：『Trésor de la Langue Française Informatisé』
http://atilf.atilf.fr/tlfi.htm）生命倫理全国民会議の詳細や評価については橳島・小門の報
告「生命倫理を社会全体の議論にするために‐フランス「全国民会議」調査から考える‐」




6 フランス生命倫理法は 1994 年に制定され、2004 年に第一回目の改定が行われた。フ
ランス生命倫理法の特徴や第一回改定の争点については西村（2001）を参照した。 
7 Jean Leonetti は現役の循環器学専門医で Alpes-Maritimes 県選出の国民議会議員。生
命医療倫理の問題に強い関心を持ち、緩和医療や終末期医療について規定した「患者の権
利及び生の終末に関する 2005 年４月 22 日の法律第 2005-370 号」（2005 年に成立、通称
「レオネッティ法」）の成立に尽力した。 
8  http://www.etatsgenerauxdelabioethique.fr/  生命倫理全国総会が閉会した現在




前診断」（2009 年 6 月 9 日）、レンヌは「生殖補助医療」（2009 年 6 月 9 日）、ストラス
ブールは「移植医療、遺伝子診断」（2009 年 6 月 16 日）だった。 
10 2010 年 1 月現在。 
11 総括文。 
12 フランス外務省のサイトによると、個々の報告を集めたセミナーの記録集（Les actes 
intégraux）の発行は現在準備中である。 
13 「Pénurie」という概念は 1980 年代に台頭してきたが、その適切性に関しては議論さ
れている。（Chauveau, 2009; p.82, p.94） 
14 Le Trésor de la langue française informatisée (http://atilf.atilf.fr/tlf.htm) 
15 Dictionnaire de l'Académie française（1762、第四版）では「生活必需品の不足
（disette）、極端な貧困（pauvreté）」という用法が記録されている。18 世紀フランスの
イエズス会教師 Jean-François Féraud は同じ定義を再録した上で「フランス語において
『disette』や『Pauvreté』ほどよく使われるものではないが、これらよりも（『pénurie』
のほうが）効果的（énergique）である場合に用いられる」とコメントを付け加えている
（Dictionnaire critique de la langue française. Marseille, Mossy, 1787-1788, 3 vol.）。
18 世紀と比べて現代ではその使用はより一般化されているかもしれないが、この用語は
今なおなんらかの修辞的効果をもつと思われる。 
16 総括文。ちなみに、2000 年に実施された総移植数は 3212 件、2008 年は 4620 件だっ
た。http://www.dondorganes.fr/Les-chiffres-cles.html 
17 生命倫理会議（日本の臓器移植法改定の内容や手続きに提言すべく生命倫理学者が結





は補完的治療法という位置づけである。最近の例では、心臓外科医 Alain Carpentier を
中心に患者の身体に埋め込み可能な人工心臓の研究・開発が進められているが、















者の生存率の高さを示した論文には以下のものがある。 Robert A. Wolfe et al., 
« Comparison of Mortality in All Patients on Dialysis, Patients on Dialysis Awayting 
Transplantation, and Recipients of a First Cadaveric Transplant » , The New England 





20 以上、移植医療の臨床的効果については Michèle Kessler の報告がもとになってい
る。 
21 Christian Jacquelinet の報告。 
22 http://www.dondorganes.fr/-La-greffe-hier-aujourd-hui-et-.html   




25 報告者は Gilles Blancho。 
26 例えば、2007 年の総移植数 4666 件（うち腎移植は 2911 件）のうち、生体ドナーか
らの移植件数は 253 件（腎臓は 235 件）である。 
http://www.agence-biomedecine.fr/annexes/bilan2007/pdf/I_2.pdf [Tableau G 4] 
27 先端医療庁サイトの 2007 年の全腎移植数における死体腎移植・生体腎移植の割合を
各国別に表示したグラフを参照。
http://www.agence-biomedecine.fr/annexes/bilan2008/organes/6_greffe_renale/fR8.htm 
28 2007 年の心停止ドナー数は 39 名、心停止ドナーからの移植数は 42 件だった。 
http://www.agence-biomedecine.fr/annexes/bilan2007/pdf/I_1_synth.pdf 心停止ドナー
からの臓器摘出・移植の促進戦略については本章後半部で詳しく見る。 
29 2008 年、ドナー候補と特定された脳死者のうち 30%が臓器摘出を拒否したが、その
うちわけは候補者本人の生前の拒否によるものが 4 割、遺族による拒否が 6 割だった。
http://www.dondorganes.fr/-La-greffe-hier-aujourd-hui-et-.html 




31 総括文ではセミナー報告者の Elisabeth Lepresle の見解とされている。 
32 http://www.ledonlagreffeetmoi.com/ 
33 http://www.ledonlagreffeetmoi.com/Les-regles-et-le-controle.html 
34 http://www.dondorganes.fr/_pdf/ABM-DON-GUIDE-2008.pdf  
35 http://www.ledonlagreffeetmoi.com/Je-veux-etre-donneur.html#p2 








39 2009 年 6 月 15 日付『ルモンド』紙。同様の懸念は生命倫理全国民会議の地方フォー









42 http://www.agence-biomedecine.fr/annexes/bilan2007/pdf/I_1.pdf [Figure P.4] 
43 http://www.tpm.org 
44 http://www.agence-biomedecine.fr/annexes/bilan2007/pdf/I_1.pdf ［Figure P1］。
2007 年のデータでは、ドナー候補者として特定された脳死患者のうち、臓器摘出された
のが 50.3%、摘出に至らなかったのが 49.7%だった。摘出に至らなかった理由のうちわけ
は、拒否が 27.9%、医学的・その他の理由が 21.8%だった [同上、Figure P5]。  
45 脳死ドナーからの臓器摘出が許可されている医療施設の総数は 168 施設である。 





48 報告者は Patrick Jambou。  
49 報告者は Axel Rahmel。ユーロトランスプラントに関しては以下のサイト参照。
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52 先端医療庁「2008 年度移植医療活動報告書(Bilan des activités de prélèvement et de 
greffe en France 2008)」、19 頁。ただし、先端医療庁の報告書によるとこの措置は 2005









53 1996 年から 2008 年にかけて、ドナー数の推移をその年代別に示したグラフは以下を
参照。http://www.agence-biomedecine.fr/annexes/bilan2008/pdf/I_1.pdf ［P18, Figure 
P３］。 
54 マーストリヒト分類については先端医療庁のプロトコル（注 51 参照）中の記述および
絵野沢（2007）による記述を参考にした。 









56 プロトコルの正式名称は「Conditions à respecter pour réaliser des prélèvements de 




コルの報告書については本論参考文献の Cabrol(2007)を参照。報告書の筆者 C. Cabrol も
国立医学アカデミー（Académie nationale de la médecine）代表としてセミナーに臨席し
た。 
57 http://www.espace-ethique.org/fr/transplantations.php NHBD からの移植におけ
る倫理的問題のリストやグループ活動の議事録をダウンロードできる。 
58 Eric Chemlaの報告。マーストリヒト分類Ⅲにあたる NHBD に関しては、フランスで
は導入は見送られている。このカテゴリーのドナーに関しては倫理的問題が倉持（2005）
でも指摘されている。 
59 Conditions à respecter pour réaliser des prélèvements de reins sur des donneurs à 
cœur arrêté dans un établissement de santé autorisé aux prélèvements d'organes, p.6. 
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71 日本移植学会「ドナー交換腎移植に関する見解」
http://www.asas.or.jp/jst/news/news007.html  
